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改
訂
更
新

「
落
書
」
―
難
波
津
の
う
た

萩
原

義
雄

「落
書
」
は
、
古
く
は
七
世
紀
後
半(

和
銅
四
年
（七
一
一
）
以
前)

に

①
法
隆
寺
五
重
塔
の
天
井
裏
板
に
「
難
波
津(

奈
尓
波
都
尓
佐
久
夜
己)

に
」の
う
た
が
書
か
れ
、
ま
た
、

②
平
城
宮
出
土
土
器
墨
書(

奈
良
時
代)

「
□
尓
波
都

奈
」
、

③
平
城
宮
出
土
木
器
墨
書(

天
平
末
～
延
暦
年
間)

「
奈
尓
波
」
、

④
平
城
宮
出
土
土
器
墨
書
〔弘
仁
年
間(
八
一
〇-

八
二
三
頃)

〕
「
□
尓
佐

波
奈
尓

久
□
□
」
、

川

夜

己

⑤
平
城
右
京
一
條
三
坊
出
土
木
簡
〔
天
長
年
間(
八
二
四-

八
三
三)

頃
〕
「
□
仁
波
波
川
仁
佐
」(

表)

・
「
仁
彼
川
仁
佐
久
□
」(

裏)

、

己

こ
れ
に

⑤
四
国
徳
島
観
音
寺
遺
跡
木
簡
〔
七
世
紀
後
半
〕
長
さ
一
六
㎝
、
幅
四
．
三
㎝
に
「
奈
尓
波
ツ
尓
作
（
佐
）
久
矢
己
乃
波

奈
」、

⑥
滋
賀
県
野
洲
郡
湯
ノ
部
遺
跡
「
奈
尓
波
都
尓
佐
」
、「
□
尓
婆
」

⑦
奈
良
県
明
日
香
村
石
神
遺
跡
「
奈
尓
波
ツ
尓
佐
児
矢
己
乃
波
奈
布
由
→
倭
部
物
部
矢
田
部
丈
」・

⑧
「
奈
尓
皮
→
【
←
止
佐
久
移
】
」・

⑨
「
奈
尓

月
月
月
月
月
月
月
月
月
乙
寅
月
生
部
己
大
伴
」、

⑩
藤
原
京
左
京
七
条
一
坊
西
南
坪
、
表
「
奈
尓
皮
職
職
職
馬
来
田
評
」
裏
「
奈
尓
皮
ツ
尓
佐
久
矢
己
乃
皮
奈
泊
留
己
母
利

□
真
波
々
留
部
止
佐
久
□
□
□
□
□
□
職
職
」(

「
奈
尓
皮
ツ
尓
佐
久
矢
己
乃
皮
奈
泊
由
己
母
利
伊
真
皮
々
留
」)

、

*

一
、
一
音
一
字
式
の
万
葉
仮
名
表
記
は
、
沖
森
卓
也
著
『
日
本
古
代
の
表
記
と
文
体
』〔
吉
川
弘
文
館
刊
〕
第
二
章
、
上
代
表
記
体
の
成
立
―
『
古
事
記
』
に
つ

い
て
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
経
典
の
陀
羅
尼
に
案
を
得
て
、
和
化
漢
文
の
地
の
文
に
連
な
る
歌
謡
に
は
、
音
に
忠
実
な
表
記
す
る
た
め
に
採
用
し
た
表
記
体
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
」〔
一
三
二
頁
〕

⑪
平
城
宮

内
裏
東
方
東
大
溝
地
区
「
合
請
請
解
謹
解
謹
解
申
事
解
解

奈
尓
波
都
尓
佐
久
夜
己
乃
波
奈
布
開
己
」、

⑫
平
城
宮
式
部
省
東
方
・
東
面
大
垣
東
一
坊
大
路
西
側
溝
「
奈
尓
波
本

（
右
側
面
）

」
と
、
一
音
一
字
式
の
万
葉
仮

名
表
記*

一

に
て
墨
書
さ
れ
た
木
簡
類
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
安
時
代
（
天
暦
五
年
（
九
五
一
）
）
の
醍
醐
寺
五
重
塔
初
層
天
井
板
に
も
「
奈
尓

那
那
那

い
ま
」
と
か
な
書
き

の
落
書
の
う
た
三
首
が
見
え
て
い
る
。

カ
須
ナ
ら
ぬ
ミ
ヲ
ウ
チ
カ
ハ
ノ
ア
シ
呂
ニ
ハ

オ
ホ
ク
ニ
ヒ
ヲ
ヽ
○
ツ
ら
ハ
須
カ
ナ

(

数
な
ら
ぬ
身
を
宇
治
川
の
網
代
に
は
多
く
の
氷
魚
を
煩
は
す
か
な)

キ
ノ
フ
己
ソ
フ
チ
ヲ
ノ
ソ
ミ
テ
惠
末
レ
シ
カ
ケ
フ
ハ
ニ
ク
ケ
に
カ
介
ノ
ミ
江
ツ
ル

太

ヲ

リ

(

昨
日
こ
そ
淵
を
望
み
て
笑
ま
れ
し
か
今
日
は
憎
げ
に
影
の
見
え
つ
る)

藤

を

手

折

り



*

一

「
省
文
仮
名
専
用
体
」
は
、
平
安
中
期
に
な
る
と
訓
読
資
料
に
多
く
用
い
ら
れ
、
音
義
書
、
石
山
寺
本
『
大
般
若
經
字
抄
』〔
藤
原
公
任
撰
〕
や
古
辞
書
、

前
田
本
『
色
葉
字
類
抄
』〔
橘
忠
兼
撰
〕、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

さ
シ
カ
ハ
す
江
タ
ノ
ヒ
ト
ツ
に
ナ
リ
ハ
テ
ハ
ヒ
佐
シ
キ
カ
け
ト
タ
ノ
ム
ハ
カ
リ
□
□
□
そ

(

指
し
交
わ
す
枝
の
一
つ
に
な
り
果
て
ば
久
し
き
蔭
と
頼
む
ば
か
り
□
□

□
ぞ)

と
い
っ
た
、
真
仮
名
と
草
か
な
を
交
え
た
純
粋
と
は
言
い
難
い
「
省
文
仮

名
専
用
体*

一

」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
書
記
者
が
ど
の
よ
う

な
思
い
で
こ
こ
に
記
録
し
た
の
か
、
知
る
手
が
か
り
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

同
じ
く
、
法
隆
寺
に
は
、
釈
迦
三
尊
台
座
裏
墨
書
、
「
相
見
可
陵
面
未
識
心
陵
可
時
者
」
と
い
う
文
字
資
料
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
ち
ら
は
、
漢
文
調
の
文
言
で
、
「
相
い
見
え
面
を
陵
す
べ
き
も
未
だ
心

を
陵
す
べ
き
時
者
識
ら
ず
」
と
訓
読
す
る
か
…
…
。

あ

ま
み

を
も

さ
ら

い
ま

こ
ゝ
ろ

さ
ら

と
き

ハ

し

そ
の
書
き
遺
す
こ
と
の
真
意
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
の
だ
が
、
人
の
心
は
「
落
書
」
と
い
う
書
記
意
識
の
な
か
で
己

の
こ
こ
ろ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
の
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
営
み
と
考
え
た
い
。
読
み
方
は
「ラ
ク
シ
ョ
」
と
音
読
み
し
、
和
語

風
に
い
え
ば
「
お
と
し
ぶ
み
」
で
あ
る
。
実
際
懐
に
入
れ
て
お
い
て
読
ま
せ
た
い
相
手
の
直
前
で
懐
か
ら
落
と
し
た
。
そ
こ
に
書
か
れ

て
い
る
内
容
を
意
識
的
に
拾
わ
せ
て
読
ま
せ
る
こ
と
が
本
来
の
目
的
で
あ
っ
た
。
目
を
落
と
せ
ば
当
然
、
そ
の
落
と
し
た
紙
に
書
か

れ
た
内
容
に
心
が
行
く
。
や
が
て
、
人
々
に
う
わ
さ
と
な
り
流
布
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

実
際
、
平
安
漢
詩
文
全
盛
時
代
に
あ
っ
て
、
そ
の
「
落
書
」
と
し
て
一
つ
の
逸
話
が
『
江
談
抄
』
卷
第
三
に
「
嵯
峨
天
皇
之
時
、
無

悪
善

ト

云
落
書
、
世
間

尓

多
々
也
。
篁
読
云
、
無
悪

サ
カ
ナ
ク
ハ

善
ヨ
カ
リ
ナ
マ
シ

読
云
々

。
天
皇
聞
之
給

天

、
篁
所
為
也

ト

被
仰

天

蒙
罪

ト
ス
ル

之
処
、

篁
申
云
、
更
不
可
候
事
也
。
才
学
之
道
、
然
者
自
今
以
後
可
絶

ト

申
云
々

。
天
皇
尤
以
道
理
也
。
然
者
此
文
可
読
ト
被
仰
令
書

給
」
〔
新
大
系
五
〇
三
頁
〕
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
嵯
峨
天
皇
の
御
代
に
「
無
悪
善
」
と
書
か
れ
た
落
書
が
巷
に
出
ま
わ
り
、

ど
う
読
む
の
か
知
れ
な
い
。
無
論
、
天
皇
の
目
に
も
と
ま
り
、
才
學
の
ひ
と
り
小
野
篁
が
こ
れ
を
読
ん
だ
。
「
さ
が
な
く
ば
よ
か
り

．
．

な
ま
し
」
と
、
こ
れ
を
聞
い
た
帝
は
激
怒
し
、
罪
科
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
時
に
、
篁
は
「
才
學
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
「
無
悪

善
」
の
落
書
を
読
み
解
け
た
の
で
あ
り
、
読
め
る
者
を
怪
し
み
罰
す
る
の
で
あ
れ
ば
才
学
の
道
は
絶
え
る
だ
ろ
う
、
そ
れ
は
嘆
か
わ

し
い
こ
と
だ
」と
抗
議
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
帝
は
、
道
理
と
み
て
罪
科
を
懸
け
る
こ
と
は
沙
汰
闇
と
な
っ
た
と
い
う
。

嵯
峨
天
皇
尊
像

篁
像

今
日
、
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ト
イ
レ
に
落
書
き
さ
れ
た
も
の
に
「
ヘ
ァ
ー
リ
キ
ッ
ド

け
つ
に
つ
け

ど
っ
き
り
あ
へ
」
と
い

う
回
文
式
の
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
当
時
の
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
話
題
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
も
そ
の
「
落
書
」
の
巧
妙
さ
故

で
あ
る
。

こ
の
「落
書
」
だ
が
、
室
町
時
代
の
古
辞
書
で
あ
る
広
本(

文
明
本)

『
節
用
集
』
に
、

無
住
方
ナ
シ
・
ス
ム
・
カ
タ

叢
林
ノ
落
書
―
ガ
キ
也
。
或
作
二

無
頭
方
一

也
。
〔
態
藝
門
四
六
二
②
〕

ム

ヂ

ウ

ハ

ウ

ラ
ク
シ
ヨ

ム
チ
ウ
ハ
ウ



*

一
広
本
『
節
用
集
』
所
載
の
「
無
住
方
」
と
「
無
頭
方
」
は
、
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版

、
「
む
じ
ゅ
う-

ぼ
う
【
無
住
謗
】
」
〔
名
〕
時
の
社
会

12

を
批
判
・
風
刺
す
る
内
容
を
匿
名
で
書
い
た
文
書
。
落
書
に
あ
た
る
も
の
の
禅
宗
で
の
呼
び
名
。
＊
玉
塵
抄
〔
一
五
六
三
〕
一
一
「
こ
こ
ら
无
住
謗
、
落
書
の

ハ
ウ

つ
れ
な
り
」
＊
玉
塵
抄
〔
一
五
六
三
〕
四
八
「
昔
は
京
や
ら
天
子
の
采
詩
官
と
云
て
、
を
と
い
て
を
く
ら
む
む
ぢ
う
は
う
の
詩
を
と
り
に
下
さ
る
る
ぞ
」
〔
九
六

二
頁
二
段
〕
と
す
る
だ
け
で
、
こ
の
用
例
を
採
録
し
て
い
な
い
。

*

三

「
落
首
」

「
歌
に
見
る
戦
国
期
」
の
「
狂
歌
・
落
首
編

そ
の
１(

元
亀
年
間
以
前)

」
と
「
狂
歌
・
落
首
編

そ
の
２(

天
正
年
間
以
降)

」
に
他
の
落

HP

首
を
収
載
し
て
い
る
。

と
あ
っ
て
「
無
住
方
」
と
「
無
頭
方
」*

一

の
両
用
表
記
で
、
「
叢
林
の
落
書
な
り
」
す
な
わ
ち
、
禅
宗
僧
た
ち
の
「
落
書
」
の
呼
び
名
と
し

て
い
る
。
漢
字
の
標
記
語
を
「
落
書
」
の
表
記
で
、
漢
語
風
に
「ラ
ク
シ
ョ
」
と
い
う
の
と
混
種
語
で
「ラ
ク
が
き
」
と
読
む
二
通
り
が
通

用
し
て
い
た
こ
と
が
此
処
で
理
会
で
き
る
。

こ
れ
が
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
「樂
書
」と
も
表
記
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
『
色
道
大
鏡
』に
、

新
た
に
張
り
た
る
障
子
に
も
樂
書
す
る
事
多
か
り

ラ
ク
が
き

と
あ
っ
て
、
所
謂
「
悪
戯
書
き
」
に
相
当
す
る
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
樂
書
き
」
は
、
あ
く
ま
で
恣
意
性
の
強
い
も
の
で
、

意
外
性
・
ニ
ュ
ー
ス
性
と
い
っ
た
流
布
・
喧
伝
を
目
的
と
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
「
ラ
ク
シ
ョ
」
は
あ
く

ま
で
人
々
に
流
布
さ
れ
る
要
素
を
も
た
せ
て
い
て
、
当
然
多
様
な
波
紋
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
当
初
か
ら
予
期
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
「
落
書
」
の
表
記
外
に
「
樂
書
」
の
表
記
が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、
そ
の
意
味
別
意
識

は
、
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
用
い
る
人
々
に
定
着
は
見
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
落
書
」
の
う
ち
で
韻
文
要
素
を
持
た
せ
た
表
現
を
「
落
首*

三

」
と
表
記
し
、
「
和
歌
・
狂
歌
」
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
首
二
首
と
数
え
る
こ
と
か
ら
「
ラ
ク
シ
ュ
」
な
る
こ
と
ば
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
時
代
時
代
の
事
件
や
そ
の
時
代
の
世

相
を
端
的
に
表
現
し
て
く
れ
て
い
る
。
で
あ
る
か
ら
し
て
、
そ
の
事
件
の
内
容
や
経
緯
が
分
明
で
な
い
と
、
そ
の
興
趣
は
伝
わ
っ
て
こ

な
い
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
、
夜
の
う
ち
に
こ
っ
そ
り
記
述
さ
れ
、
人
の
徃
来
の
は
げ
し
い
橋
の
た
も
と
に
立
て
札
な
ど
で
貼
り
出
し

た
の
で
あ
る
。
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
し
た
と
き
の
落
書
に
は
、

太
閤
が
一
石
米
を
買
い
か
ね
て
今
日
も
御
渡
海
明
日
も
御
渡
海

と
云
わ
し
め
て
い
る
。

嘉
永
六(

一
八
五
三)

年
の
六
月
、
米
艦(

黒
船)

が
浦
賀
沖
に
来
、
將
軍
家
慶
が
没
し
、
世
は
乱
れ
に
乱
れ
ん
と
し
て
い
た
時
の

落
書
に
は
、朝

食
を
炊
け
や
炊
け
や
も
相
手
な
く
や
た
け
に
な
つ
て
は
た
は
け
や
た
は
け
や

め
し

※
「や
た
け
＝
弥
猛
、
勇
み
立
つ
さ
ま
。
や
け
っ
ぱ
ち
の
意
」
《
『
藤
岡
屋
日
記
』
４
１
》

と
あ
る
。
七
夕
を
前
に
七
月
六
日
江
戸
名
物
「
七
夕
竹
」
も
遠
慮
し
て
立
て
ず
事
舞
で
あ
り
、
「
竹
屋
」
の
商
売
上
が
っ
た
り
と
い

う
こ
と
で
、
湯
屋
の
焚
き
物
に
さ
れ
た
と
云
う
の
で
あ
る
。

※
こ
の
内
容
は
、
二
〇
〇
三
年
フ
ジ
テ
レ
ビ
“
め
ざ
ま
し
用
語
辞
典
”
の
な
か
で
私
が
番
組
収
録
し
た
も
の
を
再
編
原
稿
化
し
た
も

の
で
す
。

補
注
の
記

※
「
奈
尓
波
津
」
木
簡
資
料
の
検
索
方
法
と
し
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
用
す
る
。
「
奈

尓
」
と
検
索
文
字
を
入
力
す
る
と
、
八
件
の
デ
ー
タ
が
検
出
で
き
る
。

１
、
奈
良
法
隆
寺
五
重
塔
初
層
天
井
組
子
落
書(

和
銅
四(

七
一
一)

年
以
前)

奈
尓

道
其

道
道

奈
尓
波
都
尓
佐
久
夜
己



法
隆
寺
五
重
塔
天
井
組
子
落
書

(

福
山
敏
男
論
考
よ
り
所
収)

六
月
□
出

思
斯
支
己
止
之
富
四
□
□(

お
も
ほ
し
き
こ
と
の
ほ
し
□
□)

※
昭
和

年
、
解
体
修
理
中
天
井
組
子
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
落
書
→
落
首(

万
葉
仮
名
に
よ
る
表
記)

」
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※
「
な
に
は
づ
」
の
歌
は
、『
古
今
和
歌
集
』
假
名
序
〔
大
系
本

頁
〕
に
、「
て
な
ら
ふ
人
の
は
じ
め
に
も
し
け
る
と
見

95

え
る
歌
で
あ
る
が
、
「
な
に
は
つ
に

さ
く
や
こ
の
花

冬
ご
も
り

い
ま
は
は
る
べ
と

さ
く
や
こ
の
花
」
と
記
載
す

る
。
「
咲
く
や
此
花
」
の
箇
所
が
一
首
の
う
ち
に
二
度
繰
り
返
さ
れ
る
。
こ
の
繰
り
返
し
こ
そ
が
他
の
歌
と
大
い
に
異
な

っ
て
い
る
と
み
た
い
。
こ
の
形
態
う
た
と
し
て
他
に
、
「
わ
れ
は
も
や
や
す
み
こ
得
た
り
み
な
ひ
と
の
得
か
て
に
す
と
ふ

や
す
み
こ
得
た
り
」（
藤
原
鎌
足
）、「
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
妹
待
つ
と
わ
れ
立
ち
ぬ
れ
ぬ
山
の
し
づ
く
に
」（
大
津

皇
子
）
な
ど
の
よ
う
に
、
天
武
朝
頃
ま
で
の
和
歌
に
み
え
る
特
徴
の
一
つ
で
、
こ
の
歌
の
古
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
こ
こ
で
同
じ
文
言
を
同
じ
文
字
表
記
体
を
用
い
て
再
度
記
載
す
る
か
と
い
う
疑
問
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

『
古
今
和
歌
集
』
の
こ
の
箇
所
の
写
本
資
料
が
大
い
に
注
目
視
さ
れ
て
く
る
。
同
じ
く
、
こ
の
歌
を
実
際
に
書
き
つ
づ
っ

た
で
あ
ろ
う
、
平
安
時
代
の
書
写
さ
れ
た
歌
の
資
料
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。
如
何
？
→
『
枕
草
子
』（
長
保
年
間(

九
九

九-

一
〇
〇
三
頃)

）
〔
大
系
本
第
二
三
段
〕
に
、
「
白
き
色
紙
お
し
た
た
み
て

「

こ
れ
に
、
た
だ
い
ま
お
ぼ
え
ん
ふ
る
き

(

定
子)

こ
と
ひ
と
つ
づ
つ
書
け
」
と
仰
せ
ら
る
る
。《
中
略
》
御
硯
と
り
お
ろ
し
て
、「
と
く
と
く
、
た
だ
思
ひ
ま
は
さ
で
、
難
波

津
も
な
に
も
、
ふ
と
お
ぼ
え
ん
こ
と
を
」
と
責
め
さ
せ
給
ふ
に
…
…
」
や
、
『
源
氏
物
語
』
若
紫
卷
「
…
ま
だ
難
波
津
を

(

尼)

だ
に
は
か
ば
か
し
う
続
け
は
べ
ら
ざ
め
れ
ば
、
か
ひ
な
く
な
む
。
…
」
と
記
載
さ
れ
、
こ
の
歌
が
手
習
い
教
本
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、『
大
鏡
』
卷
第
三
、
太
政
大
臣
伊
尹
謙
徳
公
の
条
に
、「
こ
の
大
納

こ
れ
ま
さ
け
ん
と
く
こ
う

言
殿
、
よ
ろ
づ
に
と
と
の
ひ
た
ま
へ
る
に
、
和
歌
の
方
や
少
し
お
く
れ
た
ま
へ
り
け
む
。
殿

上
に
歌
論
義
と
い
ふ
こ
と

て
ん
じ
や
う

う

た

ろ

ぎ

出
で
き
て
、
そ
の
道
の
人
々
、
い
か
が
問
答
す
べ
き
な
ど
、
歌
の
学
問
よ
り
ほ
か
の
こ
と
も
な
き
に
、
こ
の
大
納
言
殿
は
、

も
ん
だ
ふ

も
の
も
の
た
ま
は
ざ
り
け
れ
ば
、
い
か
な
る
こ
と
ぞ
と
て
、
な
に
が
し
の
殿
の
、「
難
波
津
に
咲
く
や
こ
の
花
冬
ご
も
り
、

と
の

な

に

は

づ

い
か
に
」
と
聞
え
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
と
ば
か
り
も
の
も
の
た
ま
は
で
、
い
み
じ
う
思
し
案
ず
る
さ
ま
に
も
て
な
し
て
、

お
ぼ

あ
ん

「
え
知
ら
ず
」
と
答
へ
さ
せ
た
ま
へ
り
け
る
に
、
人
々
笑
ひ
て
、
こ
と
醒
め
す
こ
し
い
た
ら
ぬ
こ
と
に
も
、
御

魂

の
深

さ

た
ま
し
ひ

く
お
は
し
て
、
ら
う
ら
う
じ
う
し
な
し
た
ま
ひ
け
る
御
根

性
に
て
、
…
」
と
、
歌
の
苦
手
な
行
成
卿
に
歌
問
答
す
る
と

こ
ん
じ
や
う

い
う
場
面
で
こ
の
歌
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

※
「
石
神
遺
跡
出
土
木
簡
」
の
報
告
。

※
「
徳
島
県
観
音
寺
遺
跡
」
の
二
〇
〇
六
年
度
の
調
査
報
告
は
、
上
記
リ
ン

ク

上
に
見
え
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
く
、
観
音
寺
遺
跡
発
掘
の
木
簡
が
報

HP
告
さ
れ
て
い
る
。

※
「
釈
迦
三
尊
台
座
裏
墨
書
」
は
、
一
九
八
九
年
に
発
見
さ
れ
た
。
釋
迦
三
尊
自
体
、
光
背
の
銘
文
か
ら
、
聖
德
太
子
の

没
後
、
太
子
の
極
樂
徃
生
を
願
っ
て
推
古
天
皇
三
十
年(

六
二
二)

頃
制
作
さ
れ
た
と
い
う
、
そ
の
台
座
も
同
時
代
の
制
作

と
見
て
よ
か
ろ
う
。〔
法
隆
寺
資
財
帳
編
纂
所
『
伊
珂
留
我
―
法
隆
寺
昭
和
資
財
帳
調
査
概
報
』

、
一
九
九
〇
年
〕
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上
に
「
法
隆
寺
釈
迦
三
尊
像

台
座
内
墨
書
の
解
読
」
「
法
隆
寺
の
落
書
き
」
「
法
隆
寺
の
謎
」
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い

HPる
。
こ
れ
ら
の
解
読
説
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
で
、
文
字
を
解
読
す
る
こ
と
が
如
何
に
む
つ
か
し
い
か
を
知
る
こ
と
に
も

な
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
解
読
す
る
気
力
な
る
も
の
が
後
世
の
日
本
人
と
し
て
、
古
代
の
日
本
語
を
紡
い
で
表
現
し
て

い
く
な
か
で
、
滾
々
と
涌
出
ず
る
泉
の
水
の
よ
う
に
こ
ゝ
ろ
の
喜
び
と
な
っ
て
表
出
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
、
こ
の

文
言
の
解
読
が
果
た
す
言
い
し
れ
ぬ
世
界
を
自
身
で
感
得
な
さ
っ
て
見
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
。



*

一
居

延

漢

簡

二
〇
〇
三
年
九
月
号
記
事

き
よ
え
ん
か
ん
か
ん

廣
島
大
学
名
誉
教
授
の
小
林
芳
規
・
徳
島
文
理
大
教
授
（

）が
、
約
二
千
年
前
の
漢
代
の
木
簡
に
世
界
最
古
の
角
筆
に
よ
る
文
字
の
書
き
入
れ
を
確
認
し
た
。
従
来
よ

75

り
七
百
年
以
上
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
、
新
著
「
角
筆
文
献
研
究
導
論
・
東
ア
ジ
ア
編
」
（
汲
古
書
院
）で
発
表
し
た
。
角
筆
文
字
が
あ
っ
た
の
は
、
台
湾
・
台
北
市
の
中
央
研
究

院
歴
史
言
語
研
究
所
が
所
蔵
す
る
、
約
一
万
点
の
木
簡
「
居
延
漢
簡
」
（
紀
元
前
九
十
年
―
西
暦
三
十
一
年
）
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
居
延
で
一
九
三
一
年
に
見

つ
か
っ
た
も
の
。

小
林
教
授
は
、
木
簡
の
一
点
に
「
都
吏
楊
卿
」
と
書
か
れ
た
墨
書
の
下
に
、
縦
線
二
㍉
、
横
線
五
㍉
の
「
口
」
の
字
と
見
ら
れ
る
へ
こ
み
を
確
認
し
た
。
木
簡
の
内
容
は
、
都

吏
（
地
方
監
察
官
）で
あ
る
楊
と
い
う
人
物
が
あ
げ
た
名
前
と
、
債
務
記
録
が
合
わ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
。
小
林
教
授
は
、
こ
の
「
口
」
と
い
う
文
字
が
監
察
官
の
報
告

が
「
口
頭
」
だ
っ
た
こ
と
を
角
筆
で
書
き
留
め
た
者
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
ま
で
の
角
筆
文
字
の
最
古
は
、
小
林
教
授
が
大
英
博
物
館
で
確
認
し
た
中
国
・
敦
煌
文
書
な
ど
八

世
紀
の
文
献
だ
っ
た
。

角
筆
の
書
き
入
れ
は
朝
鮮
半
島
で
は
七
世
紀
末
、
日
本
で
は
八
世
紀
の
奈
良
時
代
に
出
現
し
、
国
内
で
は
約
三
千
点
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

「
相
見
可
陵
面
未
識
心
陵
可
時
者
」
＆
「
相
見
了
陵
面
未
識
心
陵
了

時
者
」
の
表
記
内
容
の
解
読
が
現
在
な
さ
れ
て
い
る
。

但
し
、
「
可
」
文
字
も
上
記
は
「
可
陵
」
返
読
し
て
訓
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
下
の
「
陵
可
」で
は
、
返
読
形
式
に
疑
問
が
残
っ
て
く
る
。

こ
れ
を
ま
た
、
「
了
」
の
文
字
と
見
る
に
は
文
字
の
形
が
「娃
」
の
如
く
あ
る
の
で
、
こ
う
し
た
表
記
文
字
の
例
証
を
今
後
明
ら
か
に

せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
、
下
の
「
可
＆
了
」
の
次
に
空
格
し
て
「
時
者
」
と
見
る
こ
と
も
今
後
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
居
延
漢
簡
」
に
見
え
る
「
年
」
「
簿
」
「
時
」
「
拜
」
な
ど
の
文
字
終
画
部
分
に
縦
長
引
き
線
の
字
体
が
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
。

三
文
字
目

「
了
」
文
字
と
す
る
説

「
可
」
文
字
説
…
居
延
漢
簡*

一

「
可
」

六
文
字
目

「
楽
」
文
字
と
す
る
説

「
未
」
文
字
説

十
文
字
目

「
了
」
文
字
と
す
る
説

「
可
」
文
字
説

「
兮
」
の
省
画
文
字
説

※
「
一
石
」
の
半
分
が
「
五
斗
」
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
「
一
斗
二
升
五
合
」
と
い
う
表
記
の
解
釈
が
あ
る
。
「
一
斗
」

は
、
五
升
の
二
倍
す
な
わ
ち
、「
ご
し
ょ
う
ば
い
【
御
商
賣
】」
と
な
る
。「
二
升
」
は
、「
ま
す
【
升
】」
＋
ま
す
【
升
】」

で
「
益
々
」
と
な
る
。「
五
合
」
は
、「
升
」
の
半
分
で
「
半
升(

は
ん
じ
や
う)

」
す
な
わ
ち
「
繁
盛
」
と
な
る
。
続
け
て

「
ご
商
売
益
々
繁
盛
」
と
解
読
さ
れ
て
い
る
。


